
学校保健安全法に定められた感染症（下記掲載）にかかった場合、他の生徒 

にうつるおそれのある期間は登校できないことになっています。 

感染症にかかった場合の手順 

 １  医療機関を受診し、医師から診断してもらう。 

  ２  学校へ必ず連絡する。 

３  自宅にて療養に努める。 

      この期間は欠席扱いにはなりません。出席停止期間は、各々の感染症 

に応じて異なります。 

  ４  医師から登校の許可が出たら、「登校許可証明書」（ダウンロード可能）に記入

してもらう。 

５  登校開始日に「登校許可証明書」をクラス担任へ提出する。                                                                                                                                                                                                                                                                                            

  

 

●学校感染症と出席停止期間 

 病      名 期     間 

第 1 種 

 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、ペスト、 

マ-ルブルグ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフテリ

ア、重症急性呼吸器症候群、鳥インフルエンザ 

治癒するまで 

第 2 種 インフルエンザ 発症した後 5 日を経過し、かつ解熱後 2

日を経過するまで 

百日咳 特有の咳が消える、または 5 日間の抗菌

性物質製剤による治療終了まで 

麻疹(はしか) 解熱後 3日を経過するまで 

流行性耳下腺炎(おたふくかぜ) 腫れが出た後 5 日を経過し、かつ全身状

態が良好になるまで 

風疹(三日ばしか) 発疹が消えるまで 

水痘(水疱瘡) すべての発疹がかさぶたになるまで 

咽頭結膜炎(プ-ル熱) 主な症状がなくなって 2日を経過するまで 

結核 病状により学校医その他の医師において

感染のおそれがないと認めるまで 

第 3 種 コレラ、細菌性赤痢、腸チフス、パラチフス、流行性角

結膜炎(プ-ル病)、急性出血性結膜炎(アポロ病) 

腸管出血性大腸菌感染症(Ｏ-157) 

その他の感染症 ( 溶連菌感染症、ウイルス性肝

炎、マイコプラズマ感染症、流行性嘔吐下痢症  な

ど  ) 

病状により学校医その他の医師において

感染のおそれがないと認めるまで 

 



主治医 様 

 ご多忙のところ恐縮ですが、ご診察の上、下記にご記入下さいますようお願

いいたします。 

中越高等学校 

 

 

 

 

学校長 様 

登校許可証明書 

 

 

１   年  組  番 名前                

 

 

２ 診断名                         

 

 

３ 出席停止期間    月   日(   )～  月  日(    )   

 

上記の感染症は、他の生徒にうつるおそれがないと認められますので登

校を許可します。 

  

      年    月    日  

 

 

 

 医療機関名又は医師名                    ㊞ 

   

        

 

 

 

 

提出先：学級担任→保健室へ 


